
総合学術博物館運営委員会議事要旨 

 

日 時 平成２５年７月２日（火） １５：３０～１６：２５ 

場 所  大阪大学会館２階 会議室 

                                       

出席者  橋爪委員長(館長)、高橋(図･代理)、堤(文)、木村(人)、仁木（法）、澤井(経)、中澤(理)、 

細川(医)、林(歯)、田熊(薬)、原島(工)、佐藤(基)、北村(言)、河村(国)、前田(情)、 

吉野(生命)、重井(高)、野島(微)、中川(蛋・代理)、常木(社)、西川(接)、義久(サ・代理)、 

江川(全)、上田(博)、高橋(博)、豊田(博)、宮久保(博) 

欠席者  中谷(産) 

陪席者  横田助教(博)、松永特任講師（常勤）(博)、髙田課長(事務)、小河原係長(事務) 

 

 

 議事に先立ち、委員の交代に伴い、全委員の自己紹介があった。 

 

［報告事項］ 

１．教員の異動について 

   平成 25年 4月 1日付教員の異動について、資料に基づき報告があった。 

 

２．平成 24 年度入館者数について 

    平成 24 年度待兼山修学館入館者数及び現在開催中の第 16 回企画展「オオサカがとんがっ

ていた時代」について、資料に基づき報告があった。また、待兼山修学館リニューアルオー

プン後の入館者年度別推移について説明があり、平成 24 年度が過去最高入館者数となり年々

増加している旨の報告が併せてあった。 

 

 ３．平成 24年度計画達成状況について 

    総合学術博物館の平成 24年度計画達成状況について、資料に基づき報告があった。 

 

 ４．平成 25年度の展覧会企画について 

    平成 25 年度の展覧会企画について、４回開催する予定であることの報告があり、各展覧会

の開催趣旨等について、資料に基づきそれぞれ詳細説明があった。 

 

 ５．本年度のサイエンスカフェ等について 

    本年度のサイエンスカフェについて、資料に基づき前期は 5 回開催することを決定した旨

の報告があった。 

また、大阪中学生サマー・セミナー、夏の小学生科学体験教室にそれぞれ出講すること、

及び 11 月に中之島センターにおいてシンポジウムを開催する予定である旨、報告があった。 

 

 ６．受入研究生について 

    平成 25 年度の総合学術博物館受入研究生について、資料に基づき報告があった。 

 

 ７．大学博物館等協議会について 

6 月 30 日に宮崎大学において開催された大学博物館等協議会について、資料に基づき報告

があった。 

 

 ８．北海道大学総合博物館 巡回展について 

    総合学術博物館の共催により開催される北海道大学総合博物館巡回展について、資料に基

づき報告があった。 

 



 ９．新館構想について 

    石橋宿舎跡地の再利用に伴う総合学術博物館の新館構想素案について、資料に基づき報告

があった。 

 

１０．平成 24年度資料の貸出について 

    平成 24 年度の総合学術博物館所蔵資料の貸出状況について、資料に基づき報告があった。 

 

 

 

［協議事項］ 

１．次期総合学術博物館長候補者の選考について 

 総合学術博物館長の任期満了（平成 25 年 8 月 25 日）に伴い、総合学術博物館長選考規程

に基づき館長候補者を選考願いたい旨の説明があり、本委員会構成員の 3 分の 2 以上の出席

者を確認した後、投票を行い、総合学術博物館の橋爪節也教授を選考した。（再任。任期は平

成 25年 8月 26 日から平成 27年 8月 25 日までの 2年間） 

 

２．平成 24 年度総合学術博物館決算及び平成 25年度総合学術博物館予算(案)について 

   総合学術博物館の平成 24 年度決算及び平成 25 年度予算（案）について、資料に基づき説

明があり、審議の結果、それぞれ承認された。 

 

３．総合学術博物館兼任教員について 

    平成 25 年 3 月末任期満了に伴い、平成 25 年 4 月 1 日からの総合学術博物館兼任教員につ

いて資料に基づき説明があり、審議の結果承認された。 

また、選出されていない部局の兼任教員の就任については、総合学術博物館長に一任する

ことが承認された。 

 

 ４．次年度以降の展覧会企画について 

    次年度以降の展覧会企画について、資料に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

 ５．日本国大阪大学総合学術博物館と大韓民国国立中央博物館との間における学術・文化交流に

関する協定について 

    大韓民国国立中央博物館との学術・文化交流の状況について説明があり、審議の結果、資

料のとおり承認された。 

 

                                     以上 


